




























































開催日 2021年 3月 23日（火）
タイトル Impact of electromobility on the role of Central and Eastern European 
economies within automotive value chains. Is there a way out of labor-
intensive production?















































































































報　告： Impact of electromobility on the role of Central and Eastern European economies 
within automotive value chains. Is there a way out of labor-intensive production?
報告者：Gábor Túry (Research Fellow, CERS Institute of World Economics, Hungary)
概　要： 中東欧諸国では製造業の雇用における自動車産業の割合は 12～ 16％と EU平均
の 8.5％よりはるかに高く重要な産業である。当該地域においても、研究・開発
や OEM生産は増加してはいるが、基本的に労働集約的工程が多く、相対的低賃
金を活用した部品生産に依存している。自動車生産からバッテリー生産への移行
が始まっている。しかし、バッテリー技術の開発は欧州域外で行われており、現
地の発展の機会（研究・開発の可能性）は、エンジン製造の場合よりも低いと予
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想される。
■第 8回　研究会
開催日：2021年 3月 26日（金）
会　場：オンライン開催（Zoom）
報　告：南東欧・モロッコにおける欧州自動車産業の展開
報告者：高崎　春華（東洋英和女学院大学専任講師）
概　要： 「欧州グリーン・ディール」の展開によって、EU自動車生産ネットワーク（生
産拠点）において機能再編が進展していることを踏まえ、南地中海諸国に及んで
いる影響について検討した。とりわけ、モロッコの自動車産業を事例として、同
国における EU諸国を市場とした自動車産業の現状と課題および今後可能となる
戦略について明らかにした。そこで着目したのは、EUにおける EVシフトの動
向に対して、モロッコの自動車産業がとり得る選択肢である。
 蓮見雄（本学経済学部教授）
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